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・普通は男子が多いので、女子だけの発表会というのは新鮮でした。理系に関する知識だけでなく、人と
・して大切にすべきものを学ぶことができてとても嬉しかったです。
・とても良い交流会だと思いました。自分の研究をいろんな方（特に同年代の人）に聞いていただけたの
・で貴重な経験ができました。また、大人の方の研究や講演会でのお話を自分の
・中に取り入れることができ、少し成長できたような気がします。理系で頑張ろ
・うという気持ちを強めることができました。
・SSH指定校と交流する機会が滅多にないので今回の交流会はとても良かったと
・思います。また、大学生の方のポスターセッションを聞くことができたのは初
・めてだったので、とても貴重な経験となりました。

女性講師による講演

　当日は、福山大学薬学部の杉原成美先生と、ルイ・パストゥール医学研
究センターの宇野賀津子先生に、これから理系を目指す女子生徒達に向け
て講演をして頂きました。同じ女性の立場で理系分野での経験と機知に富
んだ講演を聴くことで、“女性の生き方” を考える材料を提供し、女子生
徒の理系分野へのキャリア意識を高めることを目的としています。どちら
の先生の講演内容も興味深く、これから理系を目指す生徒達にとって大変
参考になったと思います。

　本校では、「女性の科学技術分野での国際的な活躍を支援できる教育モデルの構築」をめざして、３年間
SSH 校として研究開発に取り組んできました。４年目となる平成 21 年度は、これまでの研究成果を普及
するために、新たな研究テーマとして「研究成果の地域への普及による科学技術分野での女子生徒のキャリ
ア形成支援」を設定しています。その取り組みとして、H21 年 10 月 31 日（土）に、福山大学社会連携
研究推進センターを会場に、「集まれ！理系女子　第１回女子生徒による科学研究発表交流会」を開催しま
した。今回はその様子を当日の写真やアンケート結果をもとに報告します。
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課題研究口頭発表

　課題研究の口頭発表では、SSH に指定されている高校８校の女子生徒が
研究内容をプレゼンテーションしました。本校を含む岡山県内の SSH 校
だけではなく、広島県、兵庫県、島根県、福岡県内の SSH 校もプレゼン
しました。“水ロケットの研究” や “マダイの顎骨の研究”、さらには “甲
子園浜の渡り鳥の研究” など、幅広い分野から非常にユニークな研究発表
ばかりだったと思います。発表後は質疑応答の時間となり、女子生徒同士
で研究内容についてやり取りし合う姿はとても新鮮でした。

清心女子高等学校の口頭発表
「オオイタサンショウウオの飼育下での
「効率的な繁殖方法の確立を目指して」

女子中高生・女性科学研究者達による研究内容のポスター発表

　ポスター発表では、48 テーマの研究内容が集まり、それぞれの研究内容について女子生徒がプレゼンテー
ションしました。普段の研究発表会では男子生徒が主となって発表を行う様子が多く見られますが、この発表
会では女子生徒が発表を行います。それにより、理系に進むうえで必要となるプレゼンテーション能力を、女
子生徒に積極的に伸ばしてもらうことをねらいとしました。また、お互いの研究について説明し合い、共に理
系を目指す仲間を見つけるきっかけを作ることも目指しています。
　さらに、中高生以外にも若年の女性科学研究者による 10 テーマの研究発表も設定しました。これは、女子
生徒に身近なロールモデルを示し、自分の進路を考えるうえで相談に乗れるお姉さん達との接点を作ることをね
らいとしています。
　自分達の研究を通して、他の学校の女子生徒や女性研究者達と交流が持てたことは、参加した生徒達にとって
非常に有意義な時間だったように思います。

女子生徒による発表 女性科学研究者による研究紹介ポスター発表会場の様子
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